
経営比較分析表／団体全体（令和3年度決算）
青森県　六ケ所村

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 2,500 極小規模 1 1,091 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 98.5 2 1,330 非設置 【】 令和3年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

H29R02 R03 H29

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％を超えており、給水収益に
より概ね経費を賄うことができている。今後も経費
削減に取組み財源確保を維持できるよう経営してい
く。
②累積欠損金比率は0％であり、類似団体と比較し
ても非常に少ないことから、経営の健全性等に及ぼ
す影響がないものと考えている。
③流動比率は、類似団体と比較しても同等程度であ
り、支払い能力に問題はない。
④企業債残高対給水収益比率については、平成29年
度に県から移管譲渡された事業であるため0％と
なっている。
⑤料金回収率は100％を超えており、給水収益によ
り概ね賄うことができている。
⑥給水原価は類似団体と比較しても低い。今後も維
持できるよう維持管理費の削減等といった対応をし
ていく。
⑦施設利用率は50％前後で、減少傾向にはあるが、
類似団体と比べると高い状況であり、経営面でも現
状では大きな問題はない。
⑧契約率は類似団体と比較しても同等程度であり、
料金回収率も100％を超えていることから、大きな
問題は無いと考えている。
しかしながら、施設未利用率及び未売水が50％程度
となっており、より安定的な経営を図る観点から、
契約水量を増やすなどの対策を進める必要がある。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 123.80 126.84 118.89 108.80

H30 R01

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00当該値 739.03 971.92 784.43 1,035.90 675.74

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03

132.55 134.69平均値 113.67 110.79 108.76 110.19 113.73

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00115.45

平均値 514.66 504.81 498.01 490.39 475.44平均値 730.25 868.31 732.52 819.73 834.05平均値 118.97 121.15 125.80

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却費率は、右肩上がりではあ
るが類似団体と比較しても低い現状である。耐用年
数が経過したポンプ等の機器類の更新は必要に応じ
て実施しており、また、建屋の耐用年数は超過して
いるものの、長寿命化対策をしながら管理をしてお
り、現状では問題は少ない。
②管路経年化率、管路更新率は0％であり、耐用年
数を経過した管路はない。
③比較的新しい施設であり、管路の更新期は令和24
年度頃で現在更新が必要な管路がないことから、管
路更新率は0％である。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03

当該値 139.04 146.92 136.05 116.40 131.00

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03 H29

53.20 53.20 53.20 53.20 53.20当該値 58.00 58.80 54.08 44.60 43.64

50.56 49.40平均値 95.99 94.91 90.22 90.80 93.49

当該値当該値 23.92 23.65 26.72 31.49 22.88

2. 老朽化の状況

平均値 50.28 51.42 50.90 49.05 50.94平均値 35.24 35.22 34.92 34.19 36.65平均値 44.55 47.36 49.94

当該値 5.58 6.26 16.41 22.07 27.48

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30R03

0.00 0.00当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

全体総括

　本事業は平成29年度に県より移管譲渡され事業を
行っており、平成14年度から供用開始している。比
較的新しい施設であり、老朽管はまだ無い。
　今後、機器設備の耐用年数を迎えて来るため、計
画的に更新を行っていく予定である。
　このため、維持管理コストの縮減や契約水量の増
大などを図りながら、今後の安定的な事業運営に努
めていく。

R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00

平均値 0.13 0.02

H29

0.00

0.40平均値 3.46 3.28 4.66 7.35 7.60平均値 53.40 53.49 54.30 55.32 55.08 0.06 0.09
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【60.20】
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②管路経年化率(％)
【48.27】
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③管路更新率(％)
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③流動比率(％)
【462.72】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【233.92】
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⑤料金回収率(％)
【112.31】
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⑥給水原価(円)
【19.07】
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⑦施設利用率(％)
【54.01】
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⑧契約率(％)
【76.67】
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②累積欠損金比率(％)
【23.68】
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①経常収支比率(％)
【117.41】
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